
B.A. (Honours) Examination, 2017 
Semester-IV 

Japanese 
Paper – JP 7 (H-7) 

 
Time: Three Hours                                                                                  Full Marks: 40 

Questions are of the value as indicated in the margin. 
 
 

問１：次の文章を読んで、以下の質問に答えなさい。                 (7+13) =20 

(A) ワイナーによれば、この○1 原因帰属によって、その後の学習意欲が決定さ

れるという。もっとも強い○2 原動力となるのは、「不安定」で、＿○a 「内

部」のことだと○3 にんちされた場合であるという。失敗した場合を考える

なら、「努力すれば、次はもしかしたら」という期待につながるからだ。

同じ「内部」でも「安定」の場合は、「どうせやっても○4 むだだ」という

無力感につながり、学習意欲には結びつかない。同じ「不安定」でも「外

部」の場合は、今以上に学習しようという気にはならない。なんでも

「運」に帰属しがちな人は学習意欲が出ない ○b  、○5 低下することさえ

あり得る。 
 

ア） 下線○1 ～○5 の漢字をひらがなで、ひらがなを漢字で書きなさい。1x5=5 

イ）  ○a ○b   に入る言葉を以下の言葉から選びなさい。  1x2=2 

［さらに、しかも、もっと、どころか、すでに］  
 

(B) 体のメカニズムが解明されることによって、科学的なトレーニングも進歩

した。高地トレーニングはその一つである。しかし、科学的なトレーニン

グは、選手たちに不自然な状態を○1 しいるという一面を持つ。わざわざ○2

さんそが少ない環境に身を置いて○3 赤血球を増やすことが自然な行為だと

は思えない。だから、この高地トレーニングも血液ドーピングと同じだと

指摘する人もいる。これがドーピングとされないのは、たとえ人間の○4 営

みとして不自然な行為であっても、少なくとも血液を出し入れするような

安易な手段によるのではなく、厳しいトレーニングによるものだと判断さ

れるからである。 
 

ア） 下線○1 ～○4 の漢字をひらがなで、ひらがなを漢字で書きなさい。1x4=4 

イ） 以上の文章を英語で翻訳しなさい。                   6 

ウ） トレーニングとドーピングの境界線があいまいになってきているのは 

どうしてですか。簡単に説明しなさい。      3 
 

P.T.O. 



(2) 
 

問２： 以下の言葉を使って文を作りなさい。                2x8=16 
 

ア）［意志形］と～まいと、   イ） おまけに 

ウ）～［動詞て形］からでないと  エ）［動詞た形］つもりで 

オ） すくなくとも    カ）～に基づいて 

キ）～とはいうものの   ク）［動詞た形］結果 

 

問３： 下の［ ］から適当な言葉を選び、  に入れなさい。           1x4=4 

 

［ たまたま、ようやく、並み、事前に、さすが ］ 

 

ア） ぜいたくはしなくてもいい。せめて世間＿＿の生活がしたい。 

イ） ＿＿小林君だ。あんなに複雑な問題も簡単に解いてしまった。 

ウ） ３時間にわたる激しい議論の末、＿＿意見がまとまった。 

エ） 最初は大したことないと思っていたが、＿＿これは大発見かもしれない。 

 

＊＊＊＊＊ 


